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さて,驚 くべ きことであるが, これまでの公共投資割引率を扱 った文献にお
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率を分析した.同じように最適成長のコンテクス トで公共投資を考察したもの
としては, Arrow-Kur2;や Pestieau らの論文があるがO, かれ らの分析とわ
れわれの分析との相違点は,1つには,前述したように (公共財を含めた)多

















-1を仮定するので,その期待値 E[Xl(,)〕は Flに等 しいOここで上目ま期待値
オペ レ-ターである (以下でも同様o)o(1)式の形での不確実性O-)導入は,Dla-





























社会資本ス トックの分類 (かなり悪意的な分類ではあるがO) によって,社会
6) したがって,生産関連,生活関連,という社会資本ストックの分掛まかなり便宜的なものなの
r}･1-･_































トプット Ⅹ 2(｡)に等しくなければならない｡ したがって,
(8) Rl乙)-ZC,)-x2(亡)































































時点 tにおける社会的効用指操を U(i)とし, U(i,は,国民 1人当りの短的
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鯛 ∂H/∂kl=e-3E[筈 ･ll･f主.1申.(e)]-W lnll]-0
を得るOここで f主.-∂fl/∂丘1である｡この式を整理すると,
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が得られるo
次にまた,
Bo) ∂H/∂k3-e-GtE[芸 tヨ′呈# (e)]一仰 [nla]-0
ここでf孟ユニdP/dP であるoこの式を整理して,
帥′ e-uEl蒜 f紳 (0)]-紬
が導 ひ かれる｡
すると,帥′と 朗'とから,



















By, filJ24El筈 ¢.(の d (e)] ･ (f主〟 が [筈 ¢l(U)二両 ′4k4
-jilEl欝¢1(0)]
が得られる｡そして,この式をf呈｡について解 くと,

















82 (82) 第125巻 第1･2号




細 払 =旦 墨 竺)]
f呈9 4筈¢1(の]
紬' f3=.-











られるという E.S.Phelps らの "資本蓄積の黄金律 "ぁるいは "新古典派
定理 "に対応した条件である9).
･:::.: ･.:'･flklg
8)(り′式よ｡,Xl-Llfl(蛋,-KLT)約 )･したが って,蛋 -L'f去1iT¢1(e)-f主191(e)で





















であるo最後に･ El筈 ¢.- (o中 ,54,式の表出過程から理解されるよ
うに,生産関連社会資本サービス部門の生産における不確実性が,私的消費財
生産部門 (第 1部門)の要素投入である 宅 に及ぼす影響を通じて生まれる間
接的効果に基づく1人当り消費の期待限界効用であり,ヰ 晋 ¢1(e)]札 私
的消費財生産部門の直接的な生産の不確実性に起因する1人当り消費の期待





























すことになるであろう, ということであるO すなわち,たとえば ′ 主.や ′呈空















































の期待限界効用が同一であり, それ らを生産する第 1部門と第3部門が Hlr･
shlelferや Sandrno らが 仮定 したように同一の リスク･グラス15)に属する場
合には,分布関数が同一,すなわち, 4･l(e)-¢3(0)rであるから,f主.と f芸8
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